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「おとなにできることは、子ども達に広い世界を見せること」立命館アジア太平洋
大学の元学長、出口治明氏の言葉です。広い世界を見るとは、子ども達にとって初め
ての体験や新たな考えにふれることと私はとらえています。親や教師が知っている、
当たり前と思っている考えや世界だけに子どもを閉じ込めることなく、広い世界を見

せることで、子ども達は自身で興味あるものを見つけ、学ぶ意義を見出していくと思います。稗原
校では多くの人の力を借りながら、子ども達がたくさんの体験ができるようにしています。　 

　今年も米国カリフォルニア州サンタクララ市の高校生と交流をしました。 
　幼稚園では「カエルの歌」を一緒に輪唱し、カエルの指人形をプレゼントし
ました。その様子を見て、高校生達は「so cute.」と言って喜んでいました。園
児達は昨年とは違い緊張した様子もなく、短時間でしたが楽しんで交流をして
いました。 
　小学校では、5・6年生が1時間ずつ外国語の時間に交流をしました。授業前半

に、子ども達一人ひとりが高校生とペアになって自己紹介をしたり質問をしたりする時間がありま
した。「子ども達にできるのか？困って話せなくなってしまうんじゃないか？」と思ったのです
が、子ども達は、あれこれと工夫しながらコミュニケーションをとっていました。他の学年も業間
休みと全校給食の時間に積極的に話しかけ、交流をしました。 
　子ども達は外国の方との交流を楽しんでいました。自信を持ったと思いますし、もっと話せるよ
うになりたいと感じたと思います。学ぶ意義を感じた経験になったと思います。 
　出雲市国際交流協会の皆様には貴重な機会をいただきありがとうございました。 

6年生が、5月30日、31日にみなみ小学校と合同で修学旅行（広島方面）に行きました。広島平和
記念資料館・本川小学校平和資料館での見学では、たくさんの資料から当時の様子を知り、戦争の
恐ろしさ、平和の大切さについて考える機会となりました。これから総合的な学習の時間を使って
平和学習を更に進めていく予定です。遊園地やホテルでは友達と楽しい時間を過ごしました。みな
み小学校の6年生ともたくさん交流をして、仲を深めたことも収穫でした。 
　2日間を通し、楽しい思い出とたくさんの学びを得ることができました。 

修学旅行、宿泊研修

夢 を つ な い で

サンタクララ市高校生との交流



　5年生は、6月5日、6日に江津少年自然の家で宿泊研修を行いました。子ども達は［規律・自立、
協同、友愛、奉仕］をテーマに、火おこし・炊飯活動・やぐら作りなどの活動を体験しました。
炊飯活動では「〇〇さんがカレーを煮込んでいる間に、ぼくはテーブルの用意をしとくから。」な
どの会話が聞こえてくるほど子ども達は自主的によく動きました。その姿を見て「誰かに任せるこ
となく、みんなが自分にできることを考え行動していてすごい。」と職員の方に褒めていただきま
した。”自分で考え、率先して動くこと”を学校生活でも生かしてくれることを期待しています。 

　笹巻きと柏餅の材料を採りに出かけました。年長児は稲荷神社前に、年少
はたけのこ山にそれぞれ歩い

ていきました。年長は経験があるのでどんどんと仕
事？を進めました。年少児はカタラの葉を探すと
ころからで、見つけた時は大喜びでした。 
　採った葉を使ってみんなで楽しく作り、美味し
くいただきました。

　１日（月）さわやか週間（～５日） 
　４日（木）掃除ふりかえりの会 
　５日（金）さくらんぼ教室・七夕会（幼） 
　８日（月）金銭金融教育（5年） 
１０日（水）仏谷川探検（1•2年） 
　　　　　　運動会代表委員会 
　　　　　　個人懇談（幼） 
１１日（木）個人懇談（幼） 
１７日（水）5校時授業日 
１８日（木）午前中授業日 
　　　　　　１学期給食最終 
１９日（金）終業式 
２２日（月）夏季休業開始　個人懇談（小） 
２３日（火）個人懇談（小）

＜　　　行事予定＞いじめ防止基本方針を策定しました 
　稗原小学校では「いじめはどこの学校でも起
こり得るものであり、いじめ問題に無関心です
む児童はいない」という認識のもと、【いじめ
防止のための啓発活動】【未然防止の取組】【早
期発見の取組】【いじめ防止のための校内組
織】【迅速で組織的な対応】などの取組みや組
織の構築を実施します。詳しい内容は稗原小学
校のホームページに掲載してありますのでご覧
ください。 
　また、気になることがありましたら、すぐに
学校にお知らせください。

　1階廊下の掲示板には、読書認定証のコーナーがあります。読書推奨
のためです。ある朝、ひとりの子が掲示

を眺めながら尋ねてきました。「私もうすぐ達人だよ。」「読
書柱って何？」「巨匠のその上だよ。」「その上があるのか…。
よし！今年中に巨匠になる！」そう言って、ずんずんずんと歩い
ていきました。　私も読書を頑張ろうと思いました。

教室の風景

節句会


